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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
部
方
面
隊
の
隊
員
諸
官
及
び
ご
家
族
並
び
に
協
力

諸
団
体
等
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
例
年
よ
り
控
え
め
な
新
年
を
お
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医

療
従
事
者
の
方
々
の
献
心
に
対
し
ま
し
て
、
深
甚
な

る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、

中
国
に
よ
る
現
状
変
更
の
試
み
の
加
速
、
北
朝
鮮
に

よ
る
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
の
増
大
及
び
ロ
シ
ア
に

よ
る
北
方
領
土
周
辺
で
の
軍
事
活
動
の
活
発
化
な
ど

依
然
と
し
て
不
透
明
・
不
確
実
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
国
内
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
す
る
中
、
関
西
空
港
や
中
部
国
際
空
港
に

お
け
る
水
際
対
策
、
２
府
14
県
で
の
37
回
に
わ
た
る

教
育
支
援
等
や
12
月
中
旬
か
ら
の
大
阪
で
の
医
療
支

援
任
務
を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に

伴
う
15
日
間
に
わ
た
る
災
害
派
遣
や
兵
庫
県
、
奈
良

県
、
和
歌
山
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
及
び
香
川
県
に

お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る
災
害
派
遣
を
11

回
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
中
部
方
面
隊
創
隊
60

周
年
記
念
行
事
の
規
模
の
縮
小
や
、
各
種
行
事
が
中

止
と
な
る
中
に
お
い
て
も
、
協
力
諸
団
体
皆
様
の
温

か
い
御
理
解
・
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
、

我
々
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

継
続
が
予
想
さ
れ
る
中
、
昨
年
同
様
、
数
多
く
の
災

害
派
遣
等
の
出
動
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
際

任
務
、
東
京
五
輪
支
援
や
大
規
模
演
習
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
練
成
訓
練
に
充

当
す
る
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
基
礎
と
な
る

中
部
方
面
総
監

陸
将

野
澤

真

部
隊
の
練
成
を
重
視
し
、
集
合
訓
練
等
を
効
率
化
し
、

各
職
種
の
知
識
と
経
験
を
活
用
し
、
演
習
場
を
よ
り

使
い
易
く
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
其
々
の
現
場
で
、
女
性
の
活
用
、
若
者
の

抜
擢
、
丁
寧
に
教
え
導
き
あ
っ
て
仲
間
を
輝
か
せ
て

い
く
こ
と
に
努
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
の
中
で
新
た
な
隊
員
を
確

保
す
る
こ
と
は
、
自
衛
隊
の
存
亡
に
関
わ
る
課
題
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
隷
下
各
部
隊
等
と
地
方
協
力
本

部
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

他
、
部
隊
、
隊
員
自
ら
の
後
継
者
発
掘
の
努
力
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
更
な
る
各
協
力
諸
団

体
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
と
ご
声
援
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
は
、
丑
年
で
す
。
「
う
し
」
は
、

力
強
さ
や
粘
り
強
さ
、
誠
実
さ
の
象
徴
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
粘
り
強
く
何
が
問
題
か
を
見
極
め
、
改
善

事
項
を
具
体
化
し
、
多
く
の
「
改
善
・
進
歩
」
が
実

行
さ
れ
る
丑
年
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
つ
つ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
早
期
収
束
、
隊
員
諸
官
及

び
ご
家
族
並
び
に
協
力
諸
団
体
等
の
皆
様
方
の
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

大阪府における新型コロナ
ウイルスに係る災害派遣

災害
派遣

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
大
阪
府

知
事
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
12
月
14
日

（
月
）
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
市
中
感
染
拡
大

防
止
に
関
す
る
災
害
派
遣
と
し
て
、
７
名
か
ら
成
る

医
療
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
。
派
遣
先
は
、
大
阪

コ
ロ
ナ
重
症
セ
ン
タ
ー
及
び
大
阪
府
立
中
河
内
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
。
医
療
支
援
と
し
て
医
師

の
診
察
補
助
、
人
口
呼
吸
器
の
管
理
・
取
り
扱
い
、

検
温
、
血
圧
測
定
、
入
院
患
者
の
看
護
等
を
行
う
。

本
災
害
派
遣
の
実
施
に
よ
り
、
大
阪
府
の
医
療
の

支
え
に
寄
与
し
て
い
く
。

隊員に見送られる医療支援チーム
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に

資
す
る
教
育
支
援

方
面
総
監
直
轄
部
隊
訓
練
検
閲

第
３
師
団
（
師
団
長

山
根

陸
将
）
及
び
第
13
旅
団
（
旅
団

長

兒
玉
陸
将
補
）
は
、
大
阪

府
及
び
岡
山
県
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
市

中
感
染
対
応
に
資
す
る
教
育
支

援
を
実
施
し
た
。

バ
ス
の
養
生
要
領
、
ガ
ウ
ン

の
着
脱
要
領
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の

着
意
等
に
つ
い
て
教
育
を
実
施

し
た
。

こ
れ
ら
の
教
育
を
通
じ
、
民

生
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
地
元
の
信
頼
感
を
醸
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

中
部
方
面
隊
（
総
監

野

澤
陸
将
）
は
、
11
月
13
日

（
金
）
か
ら
24
日
（
火
）
ま

で
の
間
、
方
面
総
監
直
轄
部

隊
で
あ
る
第
８
高
射
特
科
群

（
群
長

押
川
１
佐
）
、
中

部
方
面
通
信
群
（
群
長

一

戸
１
佐
）
及
び
中
部
方
面
情

報
隊
（
隊
長

下
畑
１
佐
）

に
対
し
て
青
野
ヶ
原
演
習
場

等
に
お
い
て
検
閲
を
実
施
し

た
。
検
閲
に
あ
た
っ
て
、
各

部
隊
は
、
「
方
面
隊
の
職
種

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
集

団
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
た
。

期 間 派遣先 派遣部隊

11月26日～28日 兵庫県淡路市 第３師団

12月２日～４日 香川県三豊市 第14旅団

12月６日～７日 奈良県五條市
第３師団
第４施設団

12月７日～９日 広島県三原市 第13旅団

12月10日～11日 和歌山県紀の川市 第３師団

12月11日～14日 岡山県美作市 第13旅団

鳥インフルエンザに係る災害派遣
災害
派遣

第
３
師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
、

第
13
旅
団
（
旅
団
長

兒
玉
陸
将
補
）
、

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤
陸
将
補
）
及

び
第
４
施
設
団
（
団
長

坂
元
陸
将
補
）

は
、
令
和
２
年
11
月
26
日
か
ら
12
月
14
日

の
間
、
中
部
方
面
隊
管
区
内
６
県
で
発
生

し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
係
る
災

害
派
遣
を
計
６
回
実
施
し
た
。
い
ず
れ
の

災
害
派
遣
に
お
い
て
も
各
部
隊
は
24
時
間

態
勢
で
活
動
し
、
迅
速
に
任
務
を
完
遂
さ

せ
た
。

作業後の消毒（淡路市） 資材準備（五條市） 鶏舎への移動（三原市）
タイベックスーツの着用

（三豊市）

隊員による全般説明（岡山）

ガウン着脱要領の教育（大阪）

総監による視察

通信所掩壕構築（中部方面通信群）
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第
10
師
団
訓
練
検
閲

在大阪イタリア総領事来隊

総監部隊視察

中
部
方
面
総
監
（
野
澤
陸
将
）
は
11
月
24
日
（
火
）
か
ら
25
日

（
水
）
に
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
及
び
和
歌
山
駐
屯
地
、
12
月

10
日
（
木
）
に
八
尾
駐
屯
地
へ
の
部
隊
視
察
を
行
っ
た
。

中
部
方
面
総
監
は
、
各
駐
屯
地
等
に
お
い
て
広
報
官
と
の
懇
談
や
訓
練

視
察
を
通
じ
て
現
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
訓
話
を
通
じ
て
統
率
方
針

及
び
要
望
事
項
を
周
知
し
た
。

イベント情報

部隊レンジャー訓練

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、

12
月
２
日
（
水
）
在
大
阪
イ
タ
リ
ア
総
領

事
（
ル
イ
ー
ジ
・
デ
ィ
オ
ダ
ー
テ
ィ
ー

氏
）
の
訪
問
を
受
け
た
。

懇
談
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
直
接
交
流
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
両
国

の
信
頼
関
係
は
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
日
本
と
イ
タ
リ
ア
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ロ
ナ
対

応
の
実
情
な
ど
を
率

直
に
語
り
あ
っ
た
。

ま
た
、
総
監
は
、

日
本
人
の
イ
タ
リ
ア

ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る

羨
望
や
自
身
も
イ
タ

リ
ア
料
理
が
好
物
で

あ
る
こ
と
を
語
り
、

終
始
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
懇
談

を
終
了
し
た
。

第
10
師
団
（
師
団
長

鈴
木
陸
将
）
は
、
11
月
13
日
（
金
）
か

ら
21
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
訓
練
検
閲
を
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お

い
て
実
施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
に
よ
り
、
第
33
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

向
田
１

佐
）
、
第
10
後
方
支
援
連
隊
（
連
隊
長

古
賀
１
佐
）
、
第
10
通

信
大
隊
（
大
隊
長

森
田
２
佐
）
、
第
10
偵
察
隊
（
隊
長

大
岩

２
佐
）
及
び
第
10
飛
行
隊
（
隊
長

新
岡
２
佐
）
の
部
隊
に
対
し

て
、
師
団
の
攻
撃
を
主
体
と
し
た
戦
術
行
動
の
練
度
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。

訓練視察（和歌山駐屯地）

広報官との懇談（和歌山地本）

攻撃前の前進
（第33普通科連隊）

段列の移動
（第10後方支援連隊）

化学攻撃対処
（第10通信大隊）

懇談の様子

隊内巡視（八尾駐屯地）

令
和
２
年
８
月
か

ら
12
月
に
か
け
、
第

３
師
団
隷
下
の
第
７

及
び
第
36
普
通
科
連

隊
、
第
10
師
団
隷
下

の
第
14
及
び
第
35
普

通
科
連
隊
に
お
い
て
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
。

酷
暑
下
で
の
体
力

調
整
を
は
じ
め
と
し

た

基

礎

訓

練

、

急

峻
・
錯
雑
し
た
地
形

を
踏
破
し
、
襲
・
伏

撃
を
行
う
想
定
訓
練

等
の
全
課
程
を
修
了

し
た
。

隊

員

は

、

レ

ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
の
誇

り
と
国
民
か
ら
の
負

託
に
応
え
る
使
命
を

胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
隊
へ
と
復
帰
し
た
。

部 隊
第７普通科

連隊
第36普通科

連隊
第14普通科

連隊
第35普通科

連隊

修了者 16名 14名 10名 16名

景 況

実施
予定日

行事名 場所 問い合わせ先

1/13
女性限定 手

作りマスク作成
体験会

奈良地方
協力本部

奈良地方
協力本部
0742-23-7001

1/16
三次ＣＣプラ

ザ自衛隊防災展
三次ＣＣ
プラザ

広島地方
協力本部

082-221-2959

1/24
中部方面
音楽祭り

一般公開無し

兵庫県立
芸術文化
センター

中部方面隊
総監部広報室
072-782-0001

2/28
第19回師団
音楽祭り

（第10音楽隊）

瀬戸文化
センター

第10師団
広報

052-791-2191

2/28

令和２年度
旅団定期演奏会
（第14音楽隊）
（四国４県限定）

香川県県民
ホールレク
ザムホール

第14旅団
広報

0877-62-2311

各行事は、日程等の変更や観客数に制限が設
けられる場合があります。事前にご確認くださ
い。



松
山
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
愛
媛
県
を
担
当
地
域
と
し

て
、
平
成
30
年
７
月
に
愛
媛
県
家
族
会
及
び
愛
媛
県
隊

友
会
と
家
族
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
両
者
と

連
携
し
た
家
族
支
援
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
元
年
11
月
に
関
係
部
外
団
体
（
家
族
会
４
名
、

隊
友
会
６
名
）
、
支
援
要
望
隊
員
の
家
族
（
３
名
）
の

参
加
を
得
て
、
駐
屯
地
に
お
い
て
安
否
確
認
訓
練
（
写

真
①
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
訓
練
で
は
、
厚
生
セ
ン

タ
ー
談
話
室
を
避
難
所
に
見
立
て
、
家
族
会
会
員
及
び

隊
友
会
会
員
が
隊
員
家
族
に
対
し
、
聞
き
取
り
に
よ
り

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第４９回）

松
山
駐
屯
地
業
務
隊

第１３高射特科中隊

先任上級曹長
（日本原駐屯地）

准陸尉
大呂 和基
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ＣＳＭの提言

地本のチカラ

（連載第２２回：富山地本）

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
度
「
飛
鳥
」
投
稿
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
「
隊
員
育
成
」
に
つ
い
て
思
い
の
一
端
を
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

先
任
上
級
曹
長
と
し
て
、
特
に
重
要
視
し
て
い
る
隊
員
育
成

の
一
つ
に
陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
が
あ
り
ま
す
。
我
が
中
隊
で

は
、
中
隊
皆
で
協
力
し
、
受
験
者
を
合
格
さ
せ
よ
う
と
い
う
気

風
が
根
付
い
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
中
隊
長
以
下
幹
部
・

陸
曹
は
、
一
次
・
二
次
試
験
練
成
に
お
い
て
、
知
識
・
経
験
に

基
づ
い
た
熱
い
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
後
輩
陸
士
も
練
成

の
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
行
い
、
中
隊
一
丸
と
な
っ
た
練
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

受
験
者
に
と
っ
て
こ
の
選
抜
試
験
は
、
単
に
陸
曹
に
な
る
た

め
の
識
能
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の

自
分
の
在
り
方
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
か
ら
進
も
う
と
す

る
険
し
き
道
へ
の
覚
悟
を
も
た
ら
す
時
間
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
中
で
自
分
の
成
長
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
人
々
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験
が
も
た
ら
す
効
果
は
、
他

隊
員
に
も
見
ら
れ
、
受
験
者
を
合
格
さ
せ
よ
う
と
す
る
献
身
的

な
サ
ポ
ー
ト
が
、
後
輩
隊
員
を
自
ら
育
成
す
る
と
い
う
矜
持
、

役
立
ち
感
に
繋
が
る
こ
と
で
す
。
若
年
陸
士
に
す
れ
ば
、
自
分

た
ち
の
進
路
に
こ
こ
ま
で
手
厚
く
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う

安
心
・
信
頼
感
を
得
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
総
じ
て
部
隊
の

一
体
感
を
醸
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
体
感
の
あ
る
部
隊
は
、
一
日
に
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
ワ
イ

ン
を
熟
成
さ
せ
る
が
ご
と
く
、
細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
粘

り
強
く
皆
で
作
り
上
げ
る
も
の
で
す
。
陸
曹
候
補
生
選
抜
試
験

を
通
し
た
隊
員
の
育
成
は
、
部
隊
の
一
体
感
を
育
む
取
り
組
み

で
あ
り
、
最
も
有
効
な
服
務
指
導
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
に

よ
る
影
響
で
、
今
年
度
は
従
来
行
っ
て

き
た
学
校
訪
問
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加

に
よ
る
募
集
活
動
を
行
う
こ
と
が
困
難

な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

富
山
地
本
（
本
部
長

１
等
陸
佐

飯

島
達
也
）
は
、
募
集
広
報
や
情
報
発
信

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

陸曹候補生選抜
試験を通して

な
ど
の
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
に
思
え
る
日
々
の
活

動
も
、
一
般
の
方
か
ら
す
れ
ば
珍
し
い
も
の
が
多
く
、

そ
う
い
っ
た
事
柄
を
小
ま
め
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
こ

と
で
、
募
集
対
象
者
の
興
味
を
引
く
き
っ
か
け
と
し
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
広
告
等
も
機
会

を
と
ら
え
て
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
広
告
の
作
成
を
め
ざ

し
、
地
域
在
住
の
漫
画
家
・
森
み
ち
こ
氏
に
「
自
衛
官

候
補
生
の
魅
力
」
広
告
を
依
頼
・
製
作
し
ま
し
た
。

森
氏
は
優
し
く
愛
ら
し
い
画
風
で
県
民
に
親
し
ま
れ

て
お
り
、
自
然
に
「
職
業
と
し
て
の
自
衛
隊
」
が
浸
透

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
公
共
交
通
機
関
の
中
吊
り
広

告
の
ほ
か
、
配
布
チ
ラ
シ
と
し
て
も
活
用
す
る
予
定
で

す
。

富
山
地
本
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
流
行

に
よ
る
影
響
が
長

引
く
中
、
各
種
の

ツ
ー
ル
を
活
用

す
る
こ
と
で
県
民

が
受
け
取
り
や
す

い
情
報
発
信
を
模

索
し
つ
つ
、
地
域

の
信
頼
と
自
衛
隊

の
次
代
を
担
う
人

材
獲
得
の
た
め
、

今
後
も
積
極
的
に

広
報
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

安
否
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
、

各
団
体
本
部
経
由
で

業
務
隊
に
伝
達
さ
れ
、

伝
達
要
領
の
実
効
性

向
上
に
寄
与
し
ま
し

た
。今

年
度
は
、
関
係

部
外
団
体
と
の
家
族

支

援

会

同

（

写

真

②
）
を
定
期
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、

令
和
３
年
２
月
の
南

海
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練

時
に
、
家
族
会
及
び

隊
友
会
の
協
力
を
得

て
、
支
援
要
望
隊
員

家
族
の
電
話
連
絡
に

よ
る
家
族
安
否
確
認

を
検
証
す
る
予
定
で

す
。今

後
も
松
山
駐
屯

地
業
務
隊
は
、
隊
員

が
安
心
し
て
任
務
に

ま
い
進
で
き
る
よ
う
、

関
係
部
外
団
体
と
の

連
携
強
化
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

安否確認訓練（写真①） 家族支援会同（写真②）

「自衛官候補生の魅力」の広告


